
 
 

第１回清瀬市新校開設に向けた基本構想及び基本計画策定委員会 

 

参考資料２ 

清瀬小学校概要 
  

清瀬小学校       所在地 清瀬市中里五丁目 741 番地 

         電 話  042-493-4311  

ＦＡＸ 042-495-6031 

交 通  西武池袋線・清瀬駅北口 

バス「宮の台住宅」下車徒歩 1分 
 

創 立  明治 31年 3月 12 日 

 

令和４年度 学級数 普通 20 クラス（636 人） 特別支援学級 7 クラス（50 人） 

 

1 特 色 

 (1)地域の特色 

    市の中央部に位置し、市役所・消防署・郷土博物館等に隣接している。緑が多く、静かな環境で

ある。年々宅地化が進んでいる。保護者は、昔から住んでいる地元の方の割合が多く、親も祖父母

も卒業生という家庭もある。学校や教育への関心が高い。 

 (2)児童の実態 

      明るく元気で誰とでも仲良く遊べる。困っている友達に優しい言葉をかけられる思いやりのあ

る児童が多い。学校生活を楽しみながら何事にも熱心に取り組もうとしている姿が見られる。 

      特別支援学級では、自立に向けて、個別指導計画に基づき個に応じた指導・支援を行っている。

また、校内の通常学級への給食や遠足・社会科見学、授業の参加等、交流及び共同学習を通して、

通常の学級の児童との関わりを深めている。 

 

2 教育目標 

   平和を希求し、人権尊重の精神を基調にして、知・徳・体・人格の調和のとれた児童の育成を目指

して以下の教育目標を設定する。 

○元気な子      ◎考える子      ○協力する子      ○仲良くする子 

 

3 特色ある教育活動 

(1)「地域の学習材」を生かした学びにより探究学習を推進する。 

(2)「ユニバーサルデザインの定着」や「交流及び共同学習」により、特別支援教育を推進する。 

(3)日常体育の充実や「なわとび月間」「ランニングマンス」等の実施により、体力向上を図る。 

(4) 「ノーゲーム・ノー動画・ノーテレビデー」の実施により、読書習慣の定着を図る。 

(5)「学校支援本部」の活動拡大による「ゲストティーチャーの活用による授業の充実」を実現する。 

 

4 校内研究 

(1)主 題 

｢分かる楽しさを味わえる算数授業～課題解決的な学習を通して～｣ 

 

(2)研究の内容 

○数学的活動の充実をすすめるための教材整備 

○研究授業の単元に関した教材研究の充実 

 

(3)研究の方法 

○授業研究(年３回：各分科会)を中心とした授業実践の積み上げ。 

○３分科会(低学年・中学年・高学年)による研究・討議・協議 

○成果と課題の検証 


